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第 53 回日本伝熱シンポジウム研究発表論文募集 
 

第 53 回日本伝熱シンポジウム実行委員会 
委員長 吉田篤正 
幹事 木下進一 

開催日： 平成 28 年 5 月 24 日（火）～5 月 26 日（木） 
会 場： グランキューブ大阪（大阪府立国際会議場，http://www.gco.co.jp） 
   所在地  〒530-0005 大阪市北区中之島 5 丁目 3 番 51 号 電話 06-4803-5555 
   アクセス 京阪電鉄中之島線・中之島（大阪国際会議場）駅すぐ 
        JR 大阪環状線・福島駅より徒歩約 15 分，JR 東西線・新福島駅より徒歩約 10 分 
        阪神電鉄本線・福島駅より徒歩 15 分 
  大阪市中央公会堂（http://osaka-chuokokaido.jp）（重要文化財） 
   所在地  〒530-0005 大阪市北区中之島 1 丁目 1 番 27 号 電話 06-6208-2002 
   アクセス 地下鉄御堂筋線／京阪電鉄・淀屋橋駅より徒歩約 5 分 
        京阪電鉄中之島線・なにわ橋駅より徒歩約 1 分 
 
講演申込締切：      平成 28 年 1 月 15 日（金） 
講演論文原稿提出締切：  平成 28 年 3 月 11 日（金） 
事前参加申込締切：    平成 28 年 4 月 8 日（金） 
 
ホームページ URL： http://htsj-conf.org/symp2016/ 
 
【シンポジウムの形式】 

 講演発表形式として 
a) 一般セッション（口頭発表） 
b) オーガナイズドセッション（口頭発表） 
c) 学生および若手研究者を対象とする優秀プレゼンテーション賞セッション 

 を実施します． 
 １講演あたりの割当時間は，一般セッションでは 15 分（発表 10 分，個別討論 5 分）で，各セッショ

ンの最後に総合討論の時間（5 分×セッション内の講演件数）を設ける予定です．オーガナイズドセッ

ションについては，オーガナイザーの指示に従ってください． 
 優秀プレゼンテーション賞セッションについては，本号掲載のお知らせ「優秀プレゼンテーション賞

（第 53 回日本伝熱シンポジウム）について」をご参照ください． 
 
【参加費等】 

 シンポジウム参加費 
 会員一般  事前申込：12,000 円，会場申込：15,000 円 
 非会員一般 事前申込：15,000 円，会場申込：18,000 円 
 会員学生  事前申込： 5,000 円，会場申込： 7,000 円 
 非会員学生 事前申込： 7,000 円，会場申込： 8,000 円 
 ※特別賛助会員は 1 口につき 3 名，賛助会員は 1 口につき 1 名，参加費が無料になります． 
 講演論文集 CD-ROM 

 日本伝熱学会会員：無料（講演論文はウェブ上で事前に公開します．参加者には当日，講演論文集

CD-ROM を配布します．参加されない会員のうち希望者には講演論文集 CD-ROM を事後にお送りし

ます．） 
 非会員：9,600 円（会場受付にて日本伝熱学会に入会を申し込まれる場合は無料となります．） 
 
【懇親会】 

 開催日：平成 28 年 5 月 25 日（水） 
 会 場：大阪市中央公会堂 
 参加費： 

 一般 事前申込：8,000 円，会場申込：10,000 円，同伴配偶者無料 
 学生 事前申込：4,000 円，会場申込： 5,000 円 
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講演申込方法，講演論文集，執筆要綱 

 

【研究発表申込方法】 

 原則としてウェブによる申込に限らせていただきます．本シンポジウムで準備するウェブサイトから

必要なデータを入力してください．ウェブによる申込ができない場合には，実行委員会事務局にお問い

合わせください． 
 申込の際に，一般セッション，オーガナイズドセッション，優秀プレゼンテーション賞セッションの

いずれで発表するかを選択してください．優秀プレゼンテーション賞セッションにお申込みの場合には，

本号掲載のお知らせ「優秀プレゼンテーション賞セッション（第 53 回日本伝熱シンポジウム）につい

て」をご参照ください． 
 発表申込時に，論文要旨（日本語で 200～250 字）を入力してください．講演論文集の抄録として科学

技術振興機構（JST）のデータベースに登録します． 
 講演発表申込は，講演者 1 名につき 1 題目とさせていただきます． 
 講演の採否およびセッションへの振り分けは，実行委員会にご一任ください． 

 
【講演論文集 CD-ROM】 

 講演論文集 CD-ROM を参加者に当日配布します．なお，講演論文集 CD-ROM は参加できなかった会

員にも希望があれば配布しますので，シンポジウム終了後に日本伝熱学会事務局にお申込みください． 
 講演論文の長さは 1 題目当たり A4 サイズで 4～6 ページです．講演論文の作成様式は，1 段組み×50
字×46 行です．カラーの使用が可能で，ファイル容量は最大で 2MB までとし，動画は含まないものと

します． 
 講演論文原稿は，PDF ファイルで本シンポジウムのホームページから提出してください． 
 講演論文締切日までに提出されなかった講演論文は，講演論文集 CD-ROM およびウェブに掲載されま

せん．十分にご注意ください． 
 
【執筆要綱】 

講演論文原稿の書き方 

 講演論文は以下に従って作成してください．また，書式の詳細ならびにテンプレート用の電子ファイ

ルは，シンポジウムのホームページをご参照ください． 
 
表題部分の書式： 原稿は，以下の四角囲い部に示すように，和文表題，和文副題，英文表題，英文副題，

和文著者名（会員資格，著者名，所属の略記），英文著者名，英文所属機関・所在地，英文アブストラクト，

英文キーワードの順に，幅 150mm に収まるようにレイアウトしてください．連名者がある場合には，講演

者の前に＊印をつけ，英文の所属機関・所在地についても上付き数字で区別してください． 

 論文表題および著者名は，講演申込時のデータと同じものを同じ順序で書いてください．講演申込時のデ

ータと異なる場合には，目次や索引に反映されないことがあります． 

本文の書式： 本文は表題部分に続けて，10 ポイント明朝体の 1 段組み（1 行 50 字程度），１ページ当たり

46 行を目安として作成してください． 
図表： 図表中の記号およびキャプションは英語で書いてください．カラー表示が可能です． 

参考文献： 参考文献は本文中の引用箇所の右肩に小括弧をつけた番号(1)で表し，本文の末尾に次のように

まとめて列記してください． 

 (番号) 著者名，雑誌略称，巻-号(発行年)，先頭ページ番号． 

 例：(1) 伝熱・他 2 名，機論(B), 12-345(2006), 1234. 
PDF ファイルへの変換： PDF ファイル作成のためのファイル変換時には，「フォントの埋め込みを行う」よ

う設定してください．提出前に必ず，変換後の PDF 原稿を印刷して確認してください． 
 
 
 
 

講演論文集として電子版（CD-ROM 版）のみを発行し，印刷版は発行しません．

講演論文はウェブ上で一定期間公開します．今回から講演論文のページ数が４

～６ページに，本文の作成様式が１段組に変更されています． 
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【講演論文の公開日】 

 講演論文は会員を対象にパスワードを配布し，シンポジウム開催日の 1 週間程前からウェブ上で公開

します．従って，特許に関わる公知日はシンポジウム開催日よりも早くなりますので，ご注意ください． 
 会員が当該講演論文を後日原著論文として学術論文誌等に投稿される場合に配慮し，本講演論文集が

限られた範囲に配布されたものであることを明確にすべく，シンポジウム終了後，一定期間を経て講演

論文の公開を終了します． 
 
 
【参加費等の支払い方法】 

 シンポジウムのホームページから事前参加登録を行った後に，本紙に挟み込まれた「払込取扱票」を

用い，以下の記入例を参考にしてお支払いください． 
 参加費等の払込をもって「事前申込完了」とします．ホームページからの登録だけでは「完了」では

ありません．払込が平成 28 年 4 月 8 日より後となった場合は会場当日申込扱いとし，会場受付にて差

額をお支払いいただきます． 
 銀行より振込まれる場合は，下記のゆうちょ銀行口座にお振込みください．その際，必ず 1 件ずつと

し，氏名の前に参加登録 ID 番号を付けてください． 
  店名（店番）：〇九九（ゼロキュウキュウ）店（０９９） 
  預金種目：当座 
  口座番号：０３０８８８２ 
  口座名称（漢字）：第５３回日本伝熱シンポジウム実行委員会 
  口座名称（カナ）：ダイゴジュウサンカイニホンデンネツシンポジウムジッコウイインカイ 

 
【ご注意】 

 講演申込の取消および講演論文原稿の差し替えは，シンポジウムの準備と運営に支障をきたしますの

でご遠慮ください． 
 論文題目と著者名が，講演申込時と論文提出時で相違しないように特にご注意ください． 
 口頭発表用として実行委員会事務局が準備する機器は，原則としてプロジェクタのみとさせていただ

きます．パーソナルコンピュータは各自ご持参ください． 
 参加費，懇親会費等は参加取消の場合でも返金いたしません． 

第53回日本伝熱シンポジウム原稿の書き方（和文表題：Gothic 14pt）
MS-Wordの場合（和文副題：Gothic 12pt）

Guide for the manuscripts (英文表題：Times New Roman 12pt)
The case of MS-Word (英文副題：Times New Roman 12pt)

(1行あける)
伝正 ＊伝熱 太郎（伝熱大）（会員資格 著者名[講演者には＊印]（所属略称）：明朝体12pt）

(1行あける)
Taro DENNETSU (英文著者名：Times New Roman 10pt)

Dept. of Mech. Eng., Dennetsu Univ., 1-1, Nakaku, Sakai, 599-8531
(1行あける)

（文頭に半角スペース5つを挿入する）English abstract ...... （英文アブストラクト：Times New 
Roman 10pt, 100語程度）

(1行あける)
Key Words: Heat Transfer （英文キーワード：Times New Roman 10pt, 3～5個程度）

(1行あける)

150mm

1. 大見出し

1.1 中見出し 講演論文原稿は電子版原稿（CD-ROM）のみです．講演論文の長さは１題目あたりA4サイズで原

則4～6ページです．原稿の作成には，本ファイルをテンプレートとしてお使い下さい．

講演論文の作成様式は，1段組×50字×46行とし，カラーの使用が可能です．ファイル容量は最大で2MBまでとし，

アニメーションは含まないものとします．
 

冒頭部分（表題部分および本文書き出し部分）の書式 
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 本シンポジウムに関する最新情報については，随時更新するホームページでご確認ください． 
 その他，ご不明の点がありましたら，実行委員会事務局まで e-mail または FAX でお問い合わせくださ

い． 
 
 
 
 
【お問い合わせ先】 

 第 53 回日本伝熱シンポジウム実行委員会事務局 
 大阪府立大学 大学院工学研究科 機械工学分野内 
 Email: symp2016@htsj-conf.org  FAX: 072-254-9231 
 

0 0 9 9 0 8 3 0 8 8 8 2

第53回日本伝熱シンポジウム実行委員会

参加登録ID 参加者氏名 内容（該当に○） 金額

1. シンポ・懇親会 円

2. シンポ・懇親会 円

3. シンポ・懇親会 円

事前払込締切 2016年4月8日（金） 合計金額 円

0 0 9 9 0 8

3 0 8 8 8 2
第53回日本伝熱シンポ
ジウム実行委員会2015     伝熱 太郎

2138 難波 花子

2457     大坂 大介

20,000

9,000

5,000

34,000

3 4 0 0 0

123  4567

大阪市○○区○○1-2-3

伝熱大学 工学部 伝熱学科

伝熱 太郎

012   345   6789

3 4 0 0 0

伝熱 太郎

(伝熱大学）

登録IDは参加申込時に発行される
「4桁の数字（予定）」です．

お支払いいただく項目
を〇で囲んでください．

払込手数料は
ご負担ください

「通信欄」の合計金額を
こちらにご記入ください

代表者のお名前を
ご記入ください．

1枚の用紙で複数の参加者の登録が可能です．
本登録の代表者の方のご所属の連絡先・お名前・
電話番号を「ご依頼人」の欄にご記入ください．

ー記入例ー

 
 
 
 


